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末期ケア実現のため  総合研究  1齢肴の望ましい終  17  18  長欝科学  t井 英治  介憧保険施設、特に介捜老人樽祉施設  介捜老人稽祉椎散における文書による  サ後、介性保険橋世のみならす、t齢  日本の高齢者樽祉施捜において、t期  
の条件養僧lこ間する  ＊i聴取の環状と間糧点が明らかと  
研究一介慣保険施設  なった。終末期に対する一般医師の去  
における終末期ケア  撫とその開遍幸司が明らかとなった。   
の検討を中心に  末期の鶉iを確紘する用紙は、「終末期  

（ターミナル）ケアマニュアル・終末期の  

肴壬確旺の用紙の資料（井貫都内介  
Ⅷ老人樽址施設版）」として冊子に手と  

め、施毅Ⅶの¶■交換の目的で、責料  
提供の鶉iのあった59施股に郵送配布  
した．施設内終末期ケアを提供できる書  
Mtの養成に向けた終末欄に闇わる責  
料の擢供を行った。   

ホ齢讐の口腔乾燥改  17  18  長寿科学  柿木 俣明  口腔畿燻と囁濱に闇する秩射では、市  高齢書のロ殴乾燥の歌書に、t濃曹フ  芯t鴨看および簿書肴にも応用できる騙  これらの研究取tから、■断看の口腔  地元のFMラジオ憫で、高齢者の口腹乾  ■  田  4  0  川  巴  0  0  ロ  
書と食機能支櫻に開  総合研究  齢■の口腔乾燥は、年代によっても唾液  ラシの口腔刺激を用いたところ、唾液の  氏鯵断i聾を作成して、口腔水分肘の  乾燥は、栄暮状態相橿のBMI低下と開  燥に関する研究成tと臨床応用につい   
ナる研究  の分布状態と邑寛症状の闇係が■なる  粘性と相間する曳糸性が低下して、口腔  測定値や唾液湿潤鷹、自賞虚状と竃霊  逢し，手た疇下★能陣書や味先陣書、う  て、取り上けられた。」また、書齢肴のロ  

ことから、より客観的な指標による騨価  内の機能や環境、白澤作用にも良好な  に相関することから、臨床上、■用であ  つ状姻、書局所削ヒ、口腔環境、ロ農機  腔乾燥の研究成井に朋■して、舌の痘  
が必事と思われた。口雇乾燥および囁  状愴になることが示唆された。また、囁  ることが示唆された．これらの馨れ的数  能とも大昔く開1していることが示唆され  状について4月8日付けの日本経済新聞  
液分泌低下の原因には、名全身ま息や  液の湿潤度も正t範眉に収集すること  傭雇用いることで、芯仇毛における口膣  たことから、ロ糠乾燥に縫発する惧壌性  こ取り上げられた。北九州市において 
、       心身匿攣的な巣刑による劃作用が大きく  が眩められた。さらに、書波■ブラシの  畦嬢の騨価が可能になり、治膚や改書  肺炎予断の職点からも、口腹機能向上  一般市民向けの公開シンポジウム「唾液  
闇1していることが示唆されたことから、  刺激は、口腔内¢鷺の改暮にもー用で  方法の遭択に役立つと考えられた。さら  プログラムに、数価化可能な唾液を楕欄  と健オ」を開催した。  
愚書およぴその介雄スタッフに対するロ  
腔七欄に開する情書捜供が、口農機能 上とlのに  
向■れ性肺炎予防おいてもt  データが綱られた。   
羊であると思われた。   

脳内移行性アンジオテ  
ンシン変換酵素（AC  

2  0  0  0  0  0  0  0   
総合研究   ンーアンジオテンシン系の関与が指摘さ  

E）姐書刑授与による  れていた。本研究では、脳内移行性が  
アルツハイマーホの新  確隠されているアンジオテンシン交換騨  
規治♯法の確立   薬（ACE）阻書刑の投与が、書血圧含併  

ADl書においてホ勢の進行を抑える事  
を明らかにし、さらに代表的なコリンエス  
テラーゼ阻亨刑である牡畿ドネベジルと  
加味温阻濠の併用徽注がADの書効な  
治■法になりうる事を明らかにした．この  
ような脳移行性AC∈阻書刺の効果を舞  
隋の疾患で確駄できた事は1書と考え  
られる。   

高齢者施設における  18  18  最欝科学  永野 みどリ  特別賽捜毛人ホームを対tに、肪間椚  新聞鯛暮では46l、大規模川王では4Tl  幕齢肴施股のケアならびに神瘡ケアな  平成18年廣4月から施牧暮準として■精  ■齢看施世における樽鷹予断ガイドライ  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

柑橘ケアガイドライン  総合研究  壬を実施した。全圃の特別霊蹟宅人  が」腋鷹対1チームを牧聾していた。禰  ど多方ずのスペシャリストによる高折書  付けられた＃鷹対欄体制の解釈通知の  ンならびにそのケアガイドについて新町   
の作成  ホーム5800施設を対■に、大瀧攫隅暮  柵ケアの指針lよ、訪問Ⅵ壬で85≠、大規  施設における疇鷹予防対策体制ならぴ  一つに「欄瘡対策担当竃の設■」が書ま  社から1件、出版社から2件、括雌株供な  

を実施した。楕オの保書書が、訪問鯛暮  襖¶董で5ユ％で整備していた。指針の  こ鶉オ予防ケア暮準を作成した。今後、  れていたが、肋間訊査では閃l、大規模  らぴに出版の依榔があった。1出版社か  
で2％、大規襖椚董で3～iであり、低いⅧ  内容として、舞え方を示した¶最な楕針  施牧でこのガイドラインに則った≠穫予  刊董では70～が堤当書を決めていた√解  ら出版を予重してい卑。  
であった。しかしながら、非叶に低い事  が多く、手相などは少なかった。円座の  肪ケアを試み、より実際のケアに効率よ  釈通知には、「■紐師であることがヱま  
蠣率の傭憑性についてす後檎肘が必賽  使用は、3書l近くの籠捜で常時使われて  く好鞍響を与えるガイドラインになるよ  しい」となっており、通運どおりに■性師  
と考えられる。   おり、特別霊穫七人ホームでは古い知  

kのままケアがなされていることがめす  た．撮当事になっている■憧書の縫♯年  
らしくないことが明らかになった。神瘡ケ  散lまt＃≠が20年と、かなり古い知■  
アに特化した書∩書の活用は、ごくわす  の暮礎教▼を受けている■性師が多く、  
かであった。   18＃な知■や技術が使われ易く、新しい  

知れが導入されにくい背tが椎翳でき  
る。   

予防版MDS－HCに  18  用  量鶉科学  山田 ゆかり  予防隙MDS－HCを介性予防施策に用  制度改正の過渡期にある現在、介慢予  特定■≠書▼集および介Ⅷ予防ケアマ  新潟れ胎内市における予防ケアマネジメ  麓児■≠主任介1支離■門■研鷺にお  0  0  0  0  0  b  0  0  0   
よる介護予防マネジメ    総合研究  いたことにより■齢暑の予防行動が促濾  防に携わる暑に対し体系的な介憬予防  ネジメントに予防版MDS－HCを用いる1  ントにおいて、予防版MDS－HCが書及し  いて、本研究で帥尭・檎征した予防版   
ントの一体的な実欄に  され」将来の暮介護状態への移行を予  MDS－HCの予防ケアマネジメントへの  

闇する研究  防する効果を期待できること   の予防版MDS－HCの出版」（医事暮眈）  活用方法雇十日研欄した   
を2007年5月出版予虔   
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健やか網子21の推進  川  †8  子ども家麿  山網然太朗  わが詣ではじめて母子保健償壇の個別  特記すべきことなし   ホ児保育のあり方に閲するガイドライン  健やか網子21の中間絆価のたギ‖こ、せ  健やか欄干21の公式ホームページを遭  ロ  0  丁5  8  2】  0  0  ■  10   
のための竹輪システ  総合研究  データ収集システムとその分析ツールを  を作成した。   やか親子21の檜欄に関する大鶴旗全圃  
ム構築および各‡l†t  開発した。母子保健痙攣椚董としては大  研壬を実施し、健やか親子21雛壇檎肘  
鞘の利活用に関する  規模な乳幼児期のⅦ壬を実施し、妊婦  会（平成17年正に8回開催）に★料を捜  
研究  の喫煙事、書児への父親の●加などの  供した。母子侵せ情報収集システムの  

状況を明らかにした。  構築について情報収集ソフトと同時lこ解  
析ソフトを作成した。これは、健やか親子  
21の中間騨価で指檎されたわが匹母子  
保健情報利活用システム整博の必稟性  
に対して、暮盤ツールとなることが期待さ  
れる。   集・運曽した。これはわが孤ではじめて  

の行政事業のデータベースである。   

若い女性の食生活は  16  18  子ども家麿  吉池 慣男  妊嬢鼎の桂簡約な血液や尿事の分析か  r妊産婦のための食生活指針Jl妊嬢期  「健やかれ子21」推進構肘会（平成柑年  本研究を基礎としてつくられたガイドライ  研究成異については、宇術稚托．竿会  0  10  46  d  18  口  0  ■  ZO   
このままで良いのか？    総合研究  ら、エネルギーの横取不足に起因すると  における至週休1量■加チャートJr妊婦の  償）から発衰された「妊産婦のための食  ン■は、妊婦や看い女性に対する食生  集嚢に加え、インターネットやメディアを   
次せ代の健★を毒血  思われるtケトン休血症が、妊蠣中期及  ための食事バランスガイド」（実訊こ書及  生活指針」「妊嬢期における至遺体1土●  活及び栄養教▼・指導上の拠り所となる  通じての情竹発情も積捷的に行った。本   
こ入れた菓暮竿・予防  び末期に増加することが明らかとなっ  啓発し、より勅集的な策暮教書・指導に  加チャートJr妊婦のための暮事バランス  ものであり、その策定のエビデンスを擾  研究班での成1を含めて、妊媚期の栄   
医事的榛肘  た。日本人集団を対tとした叩年以上の  つなげるためのツールを開発しており、  ガイドJ（2006年2月）の益礎データの多く  供したことの社食的ま■は大きく、母子  暮■暮生薄の1蔓性に対する組織が飛  

最期遺跡憫董から、出生時体1と成人  今後、地域保健、鋼院専での実践的な  を櫻供した。上述のガイドラインやツール  保健行政上暮暮な書昧をもつ。   冨l的に高まり、開凛乎食の招挿慎il、栄  
後の疾患発症との関連が示した。妊嬢  は、わが鴎ではこれまでまった〈つくられ  暮土嚢専における研♯・セミナーの講師  
中の体1増加1と出生体暮やその他の  たことのなかったものである。  依績を研究班メンバーが多数受け、新し  
アウトカムとの関連について多施設デー  い知見・考え方の書及に貢献した。   
タのp00lodan小作”を行い、疫掌的な観  
点から堅固なエビデンスを得た。全圃の  
産科施股における栄養騨価・t理の≠  
胆を明らかにした。   

t児欄I巨低下と乳児  16  用  子ども家庭  青田 敬子  本研餞によって産後うつホスクリーニン  産後うつホスクリーニングと書児腰情に  『産後の母親と手旗のメンタルヘルス  地ヰでの周産期の母子支援に構わる保  屑塵期スタッフと■構した妊産婦のメン  2  0  5  0  ■  0  0  山  10   
■待の騨価バッケー  総合研究  グが地域のうつ鋼の母親の早期発見と  関するr間紙、▼児支援チェックリスト、  自己記入式千間■を活用した▼児支援  鷹行政スタッフを対■に．本研究の－す  タルヘルスに朋する治＃の犠である、九   
ジの作成と、それを利  支捜に書用であることが検旺された。ま  の3つの井間姥を使用した支捜は、全四  マニュアルJを出版し、地域での新生児  として2年纏綿してセミナーを行い、全国  大ホ陳での「母子メンタルヘルスクリニッ   
用した助産師と保健師  た、産後うつホ発症の時期も出産後1か  各地の保健所を中心に一式みられ、★用  母子訊問による佃産期の憬れの岬榊面  からの●加古があった（1国1年につき約  ク」と、産後うつホに闇する地域での本   
による母親への介入  ら2遇と早期であることも明らかとなり、  性や支檀効果、利用肴璃足度の高さな  支捜のガイドラインとした。断機オフロン  200機闇）。●加護取り組みを開始した■  研究に関する書児支檀について、期日   
のための教書と曽及  匿♯機関との遺携の土豪性が示され  どが■告されている。   ティア≠略賢人食事の子どもを守り▼て  開から、本研究で使用した母子訪間を串  新聞などの新聞で1戴、あるいはインタ  

た。また、各地ヰよりスクリーニングの★  る分科会lこて、暮雪人として相同市の取  用した▼児支檀マニュアルの実際の用  ビュー記事として取り上げられた。地域  
施対tが■なることおよぴ、そのために  り組みを発喪した。   い方に関するスーパーヴ丁イズの依輝に  
うつホ捜出串も■なることが分かった．こ  対し、地ゼでのセミナーなどで継績して  
のため、地叫ごとの心理社会的暮医ほ  対応している。また、新せオフロンティア  
含めたメタ解析の必蔓性が示唆された。  嶋崎∫人会甘の子どもを守リーてる分  

科会にて、雷電人として檀岡市の取り組  
みを集鼓した。   研究会HPにて情稚を公開している。   

健やか親子21の推遭  16  18  子ども家屈  リ  ＝－＝  母子保健事業である母子健魔手暢交  妊嬢あるいは▼児中の両親の特書的生  書児中の軌の貴行勤、黛暮摂取、ストレ  0  0  0  0  山  0  0  0  0   
のための事L幼児健診  総合研究  付、乳幼児健診（3ケ月児健診、1♯6ケ  清書慣を把橿するための貴行れ、兼暮  
零の機会を活用した  月児t診、3簾児健診）のq会を活用し  摂取、ストレス、睡眠、慮労などに関する  
手練の望斉しい健鷹  た子どもの両州などの手旗の健鷹響爛  妥当性の立皿されている∬憫礪月を中  
生活晋サ形成に聞す  を把穫し、よい健オ習慣の形成に書写  心とした十間井（各時期用4貫）を作成  
る研究  する手法を開発し、9劉以上の書い攣加  し、予博明董を実施し、★間■の妥当惟  

辛がある母子保儀事業を活用したポピュ  騨価を行った。児の義行動・象形態の発  
レーション・ストラテジーとしての事効性  遭が、親自身の食生活を撫り返り、ま容  
を評価することを自的として≠施した。  することにつながっていると考えられ、子  

▼て世代の食生活改讐のためには、母   
子保健事★の機会をとらえてれに働き  
かけることの必手性と書劾性が、改めて  
示唆された。   

生殖補助医膚の貿全  18  18  子ども平底  吉村 事典  生鶏神助技怖（以下ART）由来出生児は  ARTに使用される精子・卵子増霊のため  厚生科学書繊会生殖補助医療部会疇  滞外でもARTの枠組みはⅧによりII々  わが皿のART施牧の牧傭憂沸やその間  4  u  6  0  u  ■  0  0  0   

t理および心理的支  総合研究  我が四全出生の19も以上を占め、次世  の埠暮液をはじめとする消耗品はその  昔（平成15年）にも示されるように、今後  であるが、丑近配†1千班供の匿名性に  糧点については、新聞書にて岨遺され   
檀を含む統合的運用  代への杉■も含め本技術の品Tt曜・  まとんどを海外からのIl入に積ってい  我が圃においても配偶子檀供を用いた  ついて持場みを大きくま責した英田の状  た。また各分担研究書は各々、生稚匿   
システムに関する研究  安全t理体制M農は極めて暮辛であ  る。本研究ではこれらARTに使用される  ARTが行われる可能性は膚いが、その  況を椚重し、有益な情報を子lた．また、  事・カウンセリングあるいは医療全般の  

る。本研究ではわが凹全体のARTを－  消耗品の晶■t理に関して痍肘し、製  闘形成される爛係看に対する心理的な  現在わが四で行われている稗貫不妊治  竿会において招隋講漬漬有として先妻  
建水準以上に晶六書理するために、稟  遣四で供給される晶Tのま化を含む情  サポート体制は全く整っていない。本研  膚助成制度に対する利用書および医師  を行っている。  
動的ガイドライン作成とともに、その間趨  噌をわが四の使用書に遅滞なく伝逢す  究では不妊夫婦、う手れてくる子供、そし  の書見をアンケート椚蓋し、所得制限  
点を袖虻した。また、不妊形∫がARTで  
遺伝することによる社会遺伝竿的リスク  構築を行うとともに、海外で使用されて  
をKa】h抑nn症候群を例に賽旺するとと  いる／くンフレツトを●利ここのような親が  

もに、体外受欄卜体外増暮によって惹起  子どもに配l■子捜供の事★を告知する  
される可能性があるimpバntin■機構■井  才のガイドブックを拭作した。   
によるlUGR発生についての研究を行つ  
た。   
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小児慣性特定疾患治  川  18  子ども家庭  加轟 忠明  平成10・十け年度小児慣性特定疾患治  小児慢性疾患に関する各種の解析とと  平成柑年11／用：耳食の蓼嬢続昨生労  平成16年††／28：■柑g固四食に責料菅  各痍廿が治■されている声優機関の¶  8  4  238  153  11  19  0  83  14   
環研究事業の童鰻・管    総合研究  ★研究書簾の合計砥ベ839．478人分の  もに、ZO★以降医療t助成を受l†られな  働隻■会で鴨肯した。17年まノ11、6／20と  洗出し、小児せ性特定疾■治★研究事  租を、セキュリティ保持響の条件を付け   
理・騨価・情稚提供に  ★料を利活用し、個人憎■保旺に十分  くなるキャリーオーバー患者の実簡明  18年5／12二母子保健降積祉係からの事  稟を法陣上位■付け、安定的な制度と  て息児書換へ情報檀供した。小児慣性   
関する研究  配慮しながら全盛の疫筆鯛暮、縦断的  董、各檀の医療書助成制度において対  精連絡「小児慢性特定疾鳥用欄研究書  すること讐を内替とする「児暮橿址法の  疾患の剛凛は14件、またホームページ  

解析を行い、緒よをホームページ専に公  象外になりやすい皮オ痍七の檎肘、歎  稟Q＆Aの送付について」の★料を作成  一群を改正する法樺稟」が成立した．17  ま、皇族事★の法制化に蘭1した内容  
表した。解析輪事を暮に、当快事集の法  tとの連携」腋賽支雄のあり方事を椚壬  した．18年1／13と18年8／22二実施主体の  年2／10：厚生労働大臣告示の責料を作  が3丁僧  
馴化に必辛な大臣告示、局長通知、餅  研究した。そして、学校向け、また医師  担当書を対■にした当職事業の講習会  成した。17年2／21：厚生労働省t用均  「ht叫ノ／www椚Ch．山p／po帖y／5yO山／町  
長通知等に朋する資料を、事た改正早  向けの小児慣性疾患マニュアルを作成  を、厚生労♯省t用均事・児暮手盛爬  専・児暮千慮鷹よ通知「新たな小児慢性  orui仙tm」、当験事♯の量鋒人数やその  
九泉羊、改正匿■書見暮兼、そして暮t  した。今後は、悪性新生物はホ理鯵断  母子保健課Ⅷ址係1と共に開催した．  特定寝息対策の穐立についてJ、母子保  詳細lこ闇した内容（全孤で10人以上量  
暮の内容をt子データとして入出力する  名と部位鯵断名、慣性■疾患は■理鯵  18年ユ／14日～10／3D：雷・何回開催された  t礫土通知「小児慢性特定疾最治療覇  帰された小児慢性疾息に関する各種続  
ソフトを作成した。それらの早1衰、医療  断名、また細分類化された疾患や新規  文飾科事雀中央教書書■会稽別支檀  究事業の適正化についてJの★料を作  什什tを含む）が5銅価である  
ま見事、及びソフトは、厚生労≠雀礪を  対■疾患に附する解析、及び、個々の  教▼書門静会にて、特別支榛教書の必  成した。17年4／1二当駿事業は法律に暮  「htuノ／…｝．nGh．印加／pqliGY／shQumann  
通じて全句にE布された。さらに法制化  ht爪」讐。   
後の当職事業のQ＆A雫を作成した。   た．   

新生児馳冗スクリーニ  16  柑  子ども辛応  三村 潤  自動聴性胞幹反応又は耳曹■放射を用  正≠児を対■にスクリーニングを集権す  平成用年度に新生児隠1スケリーニン  覇生児鞄先牧童事義がモテル事書とし  NHK曹勧tニュースで新生児観光スクリ  20  8  59  山  26  5  0  2  6   

ンケの効率的臭施お  総合研究  いて、出生■院入院中に実施する斯生  る場合に、★1段幹では■便で榛王機♯  グマニュアル（改打版）を作成した。  て、平成13年廉から平成18年鷹まで、柑  一ニングについての取材を受け、放映さ   
よび早期支擾とその絆  児聴1スクリーニングにより、効果的に  およぴさl無品が安価な耳書■放射で檎  ♯遭府Ⅶにおいて実施された。また、■  れた。日本医師会テレビせ鷹ホ座、日本   
価に間する研究  新生児期の嗜先陣書を発見出来ること  暮し、rOf●r側には自動ヰ性脳幹反応で  野県はれ独白の長野県新生児職責檎  規波紋遠医学欄欄で新生児聴覚スクリ  

を示した。この絶景、本】引こおける早期  王事菓を平成川年から実施している。  －ニングについてのホ漬を行った．平成  
覆▼が必暮な両側難聴の頻度は正≠児  川年及び18年に新生児嗜鸞スクリーニ  
からも2．000出生に1例あり、スクリーニン  ングおよび轟馳児覆▼に加する公開シ  
グ輿施にⅧする輝度であることを明らか  ンポジウムを開催し、平成18年には米印  
にした。また、スクリーニングで先見し、  の研究看による公開榊漬食を開催した。  
早期診断後の適切な早期膚▼により、  保独看向け、警■リーフレットを作成し、  
殆どの丁度難聴例においても、職掌¶  日本産婦人科医会を通じて産科医療機  
の書沌力は健馳児と変わらないレベル  開に配布した。また、改町版の新生児肱  
に逢し得ることを示し、早期集鼻・早期膚  賞スクリーニングマニュアルを作成した。   
書による効果を明らかにした。   

わが孤の21せ紀にお  16  柑  子ども零薩  山口 欄次  小児期には、急性恥症、ライ症惧群、  ■書畿・相肪散代剛■★症は、乳幼児  覿研究の一環として一新しい新生児マ  予防滞積、抗生物■のt及によって腰  共同通信社l新生児代岬■平に新棟  50  104  66  5  78  85  0  0  ■   
ナる新生児マススク  総合研究  インフルエンザ脳症、乳児突然死症候群  期にしばしば急性の経過で発症経過す  ススクリーニング対象疾患の横手 診■  染症を見離した先遣楕円では、／ト児の  壬遠」（平成川年6月）。Mod血ITribuno   
リーニングのあり方に  など、それまで元気であった小児が突然  ることが多い。本スクリーニング導入に  の手引き（稟）」（欄井大学 暮松陽介■  急性脳症、突然死事の克服に社会的岬  「タンデムマス賞1分析による新生児ス   
閲する研究  健止♯書を受lナる痍上がある。欧米で  よって一般鯵ホの叫に認知され、早期に  ■）を作成した（平成18年覆）。また平成  心がホくなっている。タンデムマスによつ  クリーニングの暮及を」（平成17年4月）。  

まこのような痍■の真帆には非★に開  診断し、■切な治療方針を決定できるよ  18年鷹に、社会橿牡鹿人恩賜財団母子  て発見できる疾患は、急性の経過をとる  Modj¢11Tribu－1●「タンデムマスによる斬  
心が高い。タンデムマスで集1される痍  うになる。その場集、t別診断のための  愛書会「特殊ミルク安全開発委■会jの  ことが多いが、早期診断によって発症予  生児スクリーニングー脂肪酸・書♯酸代  
書には類似した発症形虻盾とるものが多  余分な檎壬が不羊になり、入晩期Ⅶ短  発刊した「タンデムマス導入にともなう斬  防または症状蛙濾をはかることので幸る  剛1≠症の早期発見例が増加J（平成  
い。タンデムマスによるスクリーニングが  相にもつながり、小児のⅧ■予附こもー  しいスクリーニング対象疾患の治療指  痍書が多い。本研究によって、機暮施設  17年12月）。共間通信社「▲損など40万  
導入されれば、障書予防に役立つのみ  針」の企画■集に協力した。   の集約化をはかれば檎壬★用は覆在と  
ならす、上記のような傭因不明の痍鳥の  l引ま間穣虎で、文用対勃集はよいことが  
昨因や■旭が明らかになる可能性があ  わかった。小児のIl書の予防、死亡の  
る。   回鳶によって匿★井低減、精巣として少  

手化対策に井柑する。   

登録症例に事づく神様  16  T8  子ども家庭  檜山 美三  生後6ケ月児を対象とした神縫葬鷹榛壬  本邦の6ケ月マスで、死亡率の減少が明  壬曙例約4000例余の予後欄傭から、33  平成15年覆の休止8引こ檎村会から（p本  平成柑年度の日本小児がん年会、四胃  1†  82  13  8  29  7g  7  0  0   
茅場馳膿マススクリー    総合研究  事業（マススクリーニング・以下マス）の  らかになり、早期発見と共に間欄となる  項目lこついて解析し、■書な項目として  症のt鳥と死亡の正確な把檀、②マス  スクリーニング攣会で発養しその成tを   
ニングの効兼判定と匿  効果判定として、丑録例を人口動態闘士  過剰鯵断をt小隈にするために」■慮  診断晴年齢、痍期．MYCN遺伝子増Ⅷ、  の実施楕期まモー、新たな娩暮方法の  公凛した。手た．日本小児がん事象総会   
☆体制の確立  死亡■と小児慢性特定疾息子一夕ベー  頻度、死亡例の分布．■治療棲過職禦  ホ理分類、■髄転移を抽出し、リスク分  検討・絆価、③本癒による死亡の減少を  では、神は募膿マススクリーニングの  

スと照合して人口ぺ一スで≠横し、本痘  例データなどからマスの臭施時期ま1を  糧羊を提示した。このリスク分事卸こてリス  邑精した臨床鯵断と治覆成欄向上のた  ワークショップを蘭催し、その成果を公蓑  
の層鳥と死亡を把捜した。HPJCによる  検肘し、生後18ケ月がさ切との結集を神  ク判定された症例の治ホプロトコール作  めの研究の推逢と実施体制の確立を解  した。また、マス施行中に各施設で間書  
定t浅のマス受診欝は6ケ月以降のよ  た。生後18ケ月児を対■としたスクリー  成に書用な什嶋瀾となった。手た、マス  決することが示されたが、これらについ  の暮に得られた予後鼻朋から予後不鼻  
積■最中が30．8．累積死亡辛が2．丁で、  ニングの■効性を≠旺する臨床研究の  非受鯵の症例の機肘から、8ケ月以降で  て①では8ケ月マス下でのt鳥と死亡．  な隆礪検体をバーチャルな形でバンキン  
非勢鯵群＝＝、5．12）に比べ死亡率が  プロトコールを提示した。また、プロテ  は20年¶事暮な治療傾爛向上が得られ  ②は生後柑ケ月での施行を提示し、③に  グし、多くの研究書に有用に使用できる  
■暮に低下し（Pく0，01）、欧米の短期間で  オーム解析を用いて予雄不▲例に特化  ていないことも示され、今後のスクリーこ  対してはリスク分積と研究のための膿■  環壌を整★した。この′くンクは世界的に  
の嶋告と相1し、印隋托、凛隋肇射こ投  バンクを立ち上げた。これらの行政として  
積中である。また、隆ヰのゲノム≠析か  今後の神経芽独への行数対策に書用な  
ら予後■好腫■は染色体竃に増減する  知見となった。これに暮づく、行政指導  
製であった。   ス構築が期待される。   が期待される．   

先天1鴬モニタリン  16  18  子ども家魅  平蘭 史樹  外的先天■≠発生霊匂の解析を青形農  さまざまな外的暮因と先天■♯の開運  若年女性の集酸婿取状況．士風中の稟  われわれを取り巻く環境因子にはさまざ  且謬流行に伴う先天鳳瘡症候群の叩加  5  5  10  0  コ0  8  0  2  ■   
グ■サーベイランスに  総合研究  主筆．先天人★モニタリング筆約手法を  性を橡射した．すでに厚生省より通知さ  ♯食事レベルの繍肘を行い一■正な摂  まな形で生命に＃書を及ぼしている．こ  の状況一いわゆる環境ホルモンの間櫨   
開する研究  用いて解析檎肘し．奇形発生暮性雫の  れた集攣による神経t閉≠障書の発生  取tの檎肘を行い．すでに厚生省からア  れらの中に＃在する藁刑、覆壌巳子を  こ起因する先天1井の関係のた書．妊  

進歩に薔与した．なかでも．これらの阻  リスク低眞への臨床慣≠提供に暮づく－  ナウン入されたサプリメント雫で400〃王，  はじめとした様々な外的先天■≠集ま  婦の辛酸摂取の状況と神経t閉≠陣書  
子を常時繰岬的に定点監視し．何らかの  般女性への浸透状況．神経t闇飢障書  摂取することの妥当憎が旺明された．  書取を★時絶晴的に定点監視し．何らか  との聞1．生糧補助匿■と先天■常の  
変動を書期に感知して、そのた動を分析  発生動向専の檎肘をあわせおこなうと同  の嚢¶を早期に腰知して、その変動を分  発生との間道 専．斬蘭．テレビ．雑随  
するシステム（先天■≠モニタリング・  析するシステム（先天■十モニダノンケ・  

サーベイランスシステム）は曙光の健鷹  サーベイランスシステム）の檎肘．またそ  

維持．健鷹政策上きわめて王手である．   の竿術的遭歩は母児の健鷹維持一健ホ  
た。また．近年叫加している生殖神助匿  政策上きわめて大きな効集をもたらすこ  
療における先天れ書の発生状況を■告  ととなる．   
した．  
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児慢性疲労、不登校  総合研究  引きこもりに繋がる小  18  】8  子ども崇鷹  三池 輝久  これまで、小児慣性疲労症候群としての  心の間8としての不暮佼理解では子ど  本症の診断墓準、ガイドラインは既にこ  本症は一旦発症すると輝々なこ次賽因  テレビ、斬間に於いて何度か取り上げら  4  0  30  15  ヱ0  ロ  0  10  10         不曇校状態は「心の間鴨」として取り控  も逢を救うことができない。私たちは、鴎  の前の研究班（平成13？15年）で判定し  こより多様化し改曽の辛が蓋し伸べにく  れ熊本大掌に於いても全四各地から受   
の治■・予防に関する  われてきた蛙縛がある。本人も書族も混  い状態となる。本伝が慢性的な睡眠欠  
臨床的研究  乱させられて相談笹口さへ見つけられな  乏に叫を発し白樺神織丘状に始まり混  

いため苦しい亀巳を過ごしている。この  乱に至る中枢性事労症饅群であること  
研究班では本症が自律神経機能庫書、  が明らかになった。現時点で筆校環欄の  
ホルモン分泌庫書、体温明断機能障  教師達は▲す怖なく子ども違が不豊校  
書、など生命維持蓑tとしての辺縁系、  に至る状況を見ているだけであるが、竿  
王には二次的にホ次脳機能の低下を示  按現場での遺切な指導により予断出来  
す斬しいタイプの現代病であることを明  る事を示した。歎▼の観点からその成井  
らかにしてきた。心の間皿が催≠能を中  は騨価されるべきである。文部科攣雀  
心とした医事生理竿的禅的であることを  「早寝早起き仰ご飯」運動に反映され  
科竿的に示した。   た。   

小児剛治性▼闇路疾  16  18  子ども専鷹  五十嵐 隆  九州・沖縄地区のすべての▼場所筆牧  T農爛掌紋横鯵捜当書への統一マニュ  1）九州・沖縄地区のT膿痍学校検劇  わが匹のT犠所掌枚検診すべてを同じ  2006年2月に年生労≠科学研究（小児  34  111  165  山  220  38  0  0  0   
息の早期発見、診断、    総合研究  検診担当者が利用できる統一マニュア  アルは■門書でなくとも甘諷ホ筆校検鯵  統一マニュアルの作成2）血尿ガイドラ  方式にて行うことは、検診のfを保ち、  疾患薗床研究）が主催した「小児丁離爛   
治療・甘理に間する研  ルを作成し、利用に写したことはⅦ期的  こ適切に対応できる状況を作り、わが四  イン（日本甘農事金、小児■隕ホ学食、  檎診の向上を図る上で不可欠である．さ  治膚の遺歩」研究成果発表釦こおいて、   
究  成井である。今後の全四統一マニュアル  の■旛ホ肇校検診の樺準化を期待でき  本研究班との共同）の作成3）先天性甘  らに、同一の捜診方式によるデータは行  開催に協力した。  

作成の坤繊となり、■曝ホ挟鯵の全国  
的な標準化を目指すことが出来る。茫平  
曙ti史流を書する患児には抗生物干の  
予防投与は不幸であることが明らかに  
なった点も★暮な成集である。Wめ上で  
の先天性■疾患診療マニュアルの作成  
は一般鯵療への天職が大きい。小児の  
慢性甘不全治療の樽準化を兼たすこと  
が出来たことは筆術的にも1要である。   

軽正先達秤書児の尭  16  18  子ども辛応  小枝1也  （1）痩掌的頻度の檀出；発生頻度は1肌  （り鯵軍の構造化とインストラクション  5▲児健診専を稟施する什圃のある日  5件の行政施策■へのT群があった。（り  （1）シンポジウムの企画と担当こ事53匝日  口  0  13  ■  19  4  0  ロ  u   
鼻と対応システムおよ    総合研究  刑である。（2）5■児儀診の感度と特1鷹  DVDの作成：自己研♯により一般の小児  治体にとって1体的な指針を示すものと  文部科攣省特別支緩教▼課への研究  本小児保健攣会総会（平成18年10月26   
ぴそのマニュアル開発  の算出；感度は66．7l、樽■鷹は85．2％  科医が5★児健診を担当できるように  して作成した。以下にコンテンツの概略  協力（2）属立特殊教書研究所プロジェクト  日－28日、山製県甲府市）においてシン   
に蘭する研究  である。（3）T間れの限界の提示；T間井  なった。（2）気づきと支檀のマニュアルの  を示す。一條鷹尭遭陣書に対する気づ  研究「舞遍I暮Tのある子どもの早期から  ポジウムを企圃、担当した。（2）構漬活  

のみでは軽度発達陣雷の陣書檀を特定  作成二自治体の保健行政に向けた指針  きと支援のマニュアル一事一書軽度発  の総合的支檀システムに闇する研究」へ  動：■取県、■檀県、三暮県、岐1県、  
することは困難であることを示した。  と手相などを示した。（針■用対効集のl式  運陣■をめぐる打間欄事ニー稟旺的研  資料提供。（3）文部科亨雀中央教▼雷＃  栃木県、‡■岡県、山口県、泉厭府、書ノー  

暮⊥5■児健鯵lこよる便益■用比は28．7  究成よ鶉王事健オ診暮・発達相談蠣の  会幼稚匿書門節食への協力。（4）文飾科  れ、山梨れ、★東和事における小児保  
であり、10ÅLY獲得に必書なt用は38．5  稟群書四千健よ鯵壬ツール書五千事後  竿雀「†Ilbの和事的解明と教書への応  醜聞係の研棒金や特別支棟数▼研♯  
万円と非≠に安価であることが判明し  用専に関する椚董研究会計Jへの協力  
た。   （5）科学技術攫興≠檎社会技術研究闘  

発セントミッション研究「日本における  
子供の旺知・行動発達に影■を与える  
事因の解明」への責料提供。   

機隙こおける膚楕対  総合研究  保育所、学校零闇休  山  柑  子ども寿應  才村 純  保書所や幼稚園、小筆校、中肇校、徹  今回の椚董研究結集を踏まえ、対応実  今回の椚王研究緒集を踏まえ、対応夷  関係欄爛lニおける児暮■時の対応輿  平成1丁年魔の研究精巣については、「幼  0  0  0  0  山  0  0  0  0         輝線児暮健全書成事♯を実施する児暮  態、暢杜構遣、関係教t■の書撫構造  態、組織構造、関係教職1の暮降積遣  聯、関係数牡1の書什について、全四  稚間や学校の敵中■の1／3が通告■精   
応のあり方に闇する椚  館における児暮■挿の対応実態、関係  等、各施設や関係教職Åの特性を踏末  零、各施設や開陳教t▲の特性を賜ま  規模かつ施位横断別の総合的なデータ  のあることを知らない」専の内容で各紙   
査研餞  教職■の意坤について、全日規轢かつ  えたガイドラインを作成したが、このこと  たガイドラインを作成した。ガイドライン  を縛ることができたが、これらの成果は、  で取り上けられた∴平成18年魔の研究  

施設横断別の総合的なデータを得ること  ニより、関係教職■の壬l一瞥発に暮する  は「小筆校宮幹事校教欄■及び放課後児  厚生労働行政、文節科学行政書におけ  結集についても、各施性向けの■待対  
ができた。これはわが四では初めてのこ  ことができ、もって各機関における■祥  暮クラブ支捜肴向け」及び「保書所・幼稚  る政策検討を行う上での暮礁的責料とし  応ガイドラインが作成された旨、NHKが  
とである。   間はへの遭切な対応が可能となると考  て活用し得るものである．   ニュースで取り上げた。   

えられる。   

＃鷹内暮力祇書看の  lO  瓜  子ども零腐  石井 朋子  DV被亨母子の精神償♯状態を時系列  DV被尊母子の暴力及び精神償オの実  民間シェルターの職■を対tに構造化  本研究は、精神医竿、心理学、社会橿  2005年6月「DV鞭讐女性PTSD7劃趨  5  2  2D  3  2【〉  10  0  2  35   
自立とその支檀に聞  総合研究  的に把離した上で、自立のための早期  噂について時系列別での被讐母子の状  面持を実施し、収鶉されたデータを下に  址芋、法学などの多様な観点からDV被  す」統充新蘭朝刊、「M08tdomostjG   
する研究  介入の方法論やケア技法の確立が必彿  態を明らかにした。これらの緒異により、  X的分析を実施した。その緒兼をDV被  書母子の自立とその支捜に関する包括  viobnG●ViGtim5ちUf†●rPTSDJChiGagO  

であるとの九地から捜知行勤療法的ア  DV被書母子への介入法は多織であるこ  亨暑の支攫肴のためのマニュアルとして  的な研究を実施した。その縮1、駿知行  Tribuno Por8P●G山○、において本研究  
ブローチを拭みた。その緒景抑うつやト  とを示せし、各支攫施投における支援の  手とめた。本マニュアルやこれ手での研  勤療法的アプローチの有効性などを楕  成果がマスコミに取り上げられた。また、  
ラウマ症状が蛙よした事を報告した。本  あり方についてT及した。また総合的か  究で得られた知見をもとに次年度のDV  柵し、DV織書母子への1体的でかつ■  日本ストレス学会・日本産豪打神保健筆  
成兼は、肇会や支攫センターから反響を  つ≠勅性あるDV経書母子へのケアや自  支攫曹のためのガイドライン作成につな  切な総合的支援策が提示された。本研  象印隋合間セミナーにて「心的外傷休職  
呼びDV披t肴の支壇マニュアル作成に  立とその様助に閲する研究として、DV薇  がった。   究の成果は、学会や支檀センターから反  としてのドメスティックバイオレンスが被  
つながった。また、社会橿祉のれ点から  書母子への早期介入技法の開発への  書を呼び、DV経書暑への緩助マニュア  書母子に与える精神的影■と自立支援  
民間のDV支挫施世と支棲書について闘  書目、DV被讐母子向け暖知行れホ法の  ル作成及びガイドライン作成につなが  のための介入技法Jをテーマに公開シン  
壬した綿羊、支援施設としての設≠充賽  リ、DV鞭書書の自立支櫻の一助となっ  

のための基準を公的保障のもと股定す  た。   
る事や支援書への研修体制やt用条欄  
専が急務の課糧であると示唆した。   
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中筆生と乳幼児の交  18  
流が相互の発達に与  総合研究  」   
入る効集に関する研究  る。        とを目的とした。特に畿となる生徒に期  まま、凛然と進められているのが現状で  事甘カリキュラムの一環として捉え、  キュラムのモデルケースとして＊告した   
ー保▼看による次世  持する書児暮kや知撫を提供するという  あった。また体♯の騨価がないままに、  ニュージーランドやオーストラリアの実践  広■県子▼てにやさしい事プラン推進会   
代▼成をめざした子▼  保▼書主導型のプログラムを立案し欒  定式的な生徒と乳幼児との交流の■に  も雷電に筆陣的な枕野に立ってプロゲラ  斗において「父鞠・母覿となるための共   
て支攫プログラムの立  施した。本研究では、事前指導に、幼児  終わってし手う■含も多かった。本研究  ム化した．その際、中華校数科書庇科の  体的な手★て支檀の体♯の場であリ   
茶と実施－  の日≠や集遭の様子などをビデオ教材  こより受け入れの保書現叫にとっても、  なかで取り縮まれている保書体験の異  次世代▼成という観点から雷勤な体系  

などを用いて新たな学習カリキュラムとし  乳幼児への影■を考慮し、乳幼児の発  施に、保書士や子書て支援担当書も計  的プログラム」であることを覚書した（平  
て立案し、たんに子どもと触れ合うのみ  壇に益するような受け入れ態勢を準博す  Ⅷ立＃や授業にも加わることを縫弄し  成1丁年8月）。また文節科寧雀文麿教▼  
で終わっていた保丁体欄の悪書と必手  
性を橿本的に檎射し止すものであった。   て、保書体欄を中学校の筆書かノキュラ  

ムとして位tづけ、事響目的に対する騨  
価というれ点を攫示した。   合わせがあった（平成18年6月）。   

1丁   ジにおける社会的暮  
平成19年8月から開催されている昨生労  

総合研究   ■としての児暮稽祉施設と1職制度を  
雄サービスのあり方に  

働雀■用均書・児暮書庵蘭書鷹積祉騨  
含めた社会的霊醸サービスのあり方に  

閲する研究  
における「今後目指すべき子どもの社食  

関して、施設ケアにおける小規模化の書  的暮護体制のあり方に闇する構想検肘  
■と、小規模化の推進を阻書する賽因  食」において十料擾示（平成10年4月18  
を、児量神社羊、・b種芋のみならす、児  日）。   
量精神医竿、建築学、策暮事の書門専  
を含めた筆陣的研究チームのⅥ董研究  
により、明らかにした。また、被■待児と  
そのケアにあたる暮▼書の愛書促遭を  
はかる治■的プログラムを開発した。   

遡な妊媚・出産のため  
のカイトラインの開発  
料竿的根拠l‾墓つく快  1丁  18   

対■とした施設間董のいすれも、全圃48  拠に暮づいた、1つ1つのシステマテイツ  のRoso■r¢hQu08心onを遇定した。このよ  成鷹、女性や母親連のニーズと騨価快  会い一度後lよ最積み 全寧454施設厚   
に間する研究  群遭府れから■化書作鳥抽出による大  クレビューである．臨床におけるローリス  うな研究データに▲づくガイドラインの開  遇な妊嬢・出産の支攫の指欄を明らかに  労省椚董（平成1丁年鷹曙生科学研究成  

規模で筆問的な疫掌研究の方法檎を縫  クの妊度糟婦のケアや匿簾処正に離  発lま叫係書から間Ibを集めている．英  できたことにより、後半の「健やかれ子  果の発表）2．嘲日新聞 平成柑年6月  
耶した。また、ガイドラインに遭正された  し、t斬の知見と日本の間産期層欄に  ■のガイドライン開発の■門数の  Zり施策の主なる推進に暮書できる。2．  柑日明刊の第2面 嶋遭タイトル・産科  
恥■…rGhqu●8tionに関して、四内外の  遷した桂根出産ケアの指針を臨床の＊  suporvisoの下で、各R00●dr¢hOu●8tion  塵科医の過畿な労働≠態が明らかにさ  匿過酷さ鮮明 遺81時間労働・当正明け  
RCTや対照研究を横穴した緒兼、日本  践モに穫供できる。   に明してRCTや対照研究、および本研究  れると共に、母蠣にとって快■な姓嬢出  1一風、厚労雀椚董（平成17年鷹厚生科  
全体の丁一タとしては本研究朋の研究  緒黒から、快適な妊搬出虔のためのガ  壷の医療を提供するための必暮条件と  学研究成井の発表）8．明日新聞 平  
以外に見当たらす、日本の口一ノスクの  イドライン（兼）を作成し、書見公募を  して医師数の増加と休暇確保などが開  成10年6月7日鞘刊の生活面 牡遭タイ  
用度期匿♯のデータとして内野的にず  行った。   遺することが明らかになり、医師にとって  
Ⅷが書い。  も快適な労≠環境の改讐や、用度期匿  

♯のマン／くワーの檀保の基礎データとし  

て工事である。   

就筆前の保事・教書を  1丁  18  子ども家脛  叫臼 まゆみ  就学椚の保▼・教書が多欄化する中で、  自己騨価を主立とする騨優システムの  1年を3期に分けた6段隋肝価で、Tの  事研究成1により、平成18年11月実施  不研究既1により、幼稚叩・憬▼所の梓  ■  0  4  0  4  0  0  0  8   
一体とした総合施設の    総合研究  そのrが間われている今日、我が乎で  捜示、とくに薗内研縫の廿を活用しての  向上に向けて自らの侵▼の改讐・変響を  となっている鑑定こども印書の保▼・教  を租えた我が四における耽拳闘俣▼・教   
サービスの井に闇する  はじめてスタートする認定こども¶雫の  鮮価は、書換の保書鴎床における新た  檀点においたガイドライン（施酸鼻■／  書の■を絆価（自己騨価・外部騨価）す  ▼の共通の騨ず基準作成につながるこ   
研究  機能・役割をふまえた騨価暮場のガイド  な試みとしてその成果が期待できる。  保t曹■／給食穏当肴■）を作成し、旛  るガイドライン作成の工事な井料となる。  とに薔与する。全皿俣書士暮成協≠会  

ラインを示すことにより、子どもの1■に  股としての騨価を外部騨価に書け、rの  （■が示した指針lこ自己騨価・外部騨価  研鯵会儀磯（2008年8月）文部科学雀「事  
利益を第一暮とした保■・教書内容のあ  向上及び利用書の遭択に★する■に生  校騨価の推進に関する研董研究協力書  
り方を明示し、かつモれらが遭切に騨  かされる騨価システムを構築した。   会計（事4画）」（2000年10月）報告躍生労  

価・点檎され、そのーの確保および向上  ≠省線攫、全円社会Ⅷ祉協■金主催  
に★するものである。  「保▼所リーダーの■M性を書める研♯  

食」（2006年2月）桝漬厚生労働省後攫、  
全四社会欄祉協■会主催「全℡催事研  
究大会」（200¢年10月）臍漬NHK教▼テ  
レビ「すくすく」（2008年9月）   

ヒト多段■集がん通報  18  18  第3次対が  広構 睨雄  旛離静のがんにおいて遺伝子の発現■  同定したがん開運遺伝子が治療構的分  がんにI雫■的なゲノム構造■¶の網橿  ▼3次対がん10か年総合職略企画運苫  2006年2月6－7日●事衝総合センターにお  0  136  0  ■  110  50  円  ■  口   
＝おける遺伝子れ♯  ん総合職  ≠ならびにジェネティツク・エビジェネ  子となることが期待される。フェチンの集  的スクリーニングを可能にする有精廣・  食離に稚舌した研究成井は、「中Ⅶ・事  いて、第3次対がん川か年総合職略往生   

の把■に暮づいたが  略研究  ティツクな遺伝子■構を網羅的に解析  現は、il化t間稟系懸性鷹欄の術後艦  高書鷹ゲノムアレイを開発・改良したの  後騨価李■食」において薫3次対がん10  労≠雀・文飾科筆書事1固合同シンポジ   
んの本態解明とその  し、臨床病理学的因子との相聞を鮮細  移の予測マーカーとなり得ると考えら  で、がん関連；1伝子の＋≠が効率的に  か年総合れ略♯2期への継続を決定し、  ウム“がんのt患串と死亡事の激減を   
臨床応用に関する研  こ棟附することで、がんの遺伝子型と衰  れ、術後転移が予潤される症例に早期  進むことが期待される。プロテオーム解  鷺2期の聯皿を設定する際の暮盤責料と  目指しで’を開催した。   
究  甥型の相聞（■OnOtyPO－Ph●nOtYPO  

¢Orr●ll血n）が明らかになりつつあり、ヒト  

の托農撫における多段＃寛がん過程の  
シナリオの理解がすすんだ。手折的なが  
ん診断の指＃あるいは新しいがん予防・  
治療欄朋の間定の暮盤となる成果を示  
し得た。   
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疾患モテルを用いた  16  18  第3次対が  中萱弄  大鳥I寛がん初期授精でのSndlの過剰発  下郡il化■拡大内祝研による観察によ  ヒトdysplasbcACFと内臓脂肪聖肥濡と  5  86  0  0  92  38  山  0  山   
寛がんの分子機れ及  ん総合戦  現などの断たな遺伝子変化を見出し、が  リ、PPARγリガンド投与でヒト大腸ACF  の相聞については、2DO6年秋に斬W記   
び脹資性事固の解明     略研究  ん初期発生の分子■構の解明への新し  事で取り上げられた。   
とその臨床応用  い知見を提供した。尭がん¢受性事田  

の探薫では、PhIP誘発ラット大場集がん  
感受性遺伝子の候補饅壌を2Mbまで絞  
リ込んだ。PhlP誘発DSS併用マウス大繍  
がんモデルの系統による感受性の違い  
を示し、候檎遺伝子揮素での書用性を  
示した。リンパ鵬寛がん腰受性躁補遺伝  
子Mtf－1のリンパ鷹巣症機構への関与  
を明らかにした。ラットミュータントアーカ  
イブを作製し、∧pc遺伝子ノックアウトラッ  
トを樹立した．   

放射は坪亨に壬つく発  16  18  第3次対が  安井 弥  原慎被爛書の固形がん（■がん、大♯  被爆者▼がんのカスタムアレイ解析に  得られた竿術的成異に益ついて、医膚  同定された一腋爆警固形相んに得t的な  樽々な闇正字会やシンポジウムでの研  3  8ヰ  丁  4  91  59  0  0  0  がんの分子機構の解    ん総合戦   がん、甲状鳩がん）についての遺伝子発  よって同定された用遺伝子の特■的な  放射線や書稟的放射線の曝＃に対する  遺伝子発現、遺伝子■≠は、それを被  究成1の公表は行っているが、マスコミ  明とそ 
の予防・治療へ    略研究  現、遺伝子変■解析において、被爆書  発現入＃、甲状膿軋蹟がんのRET／PTC  防御や予防に僻するガイドライン作成に  曝間1がんの8i印加Ur■として応用するこ  こ取り上げられたこと、公開シンポジウ   

の応用  こ特徴的な檀々の■常を見出した。赤  遺伝子再配列などは、放射線関連がん  零与することが期待されるが、現時点で  とにより、行政に反映することができるが  ムを開催したこと■はない。  
血球グリゴフがノンA（QPA）遺伝子座突  
然壬■体輝魔の淵定、γH2AX測定なら  
ぴに網状赤血球小職解析が放射線誘発  
遺伝的不安定性や放射欄牒優憎の肝  
価lこ書用であることが示された。分子生  
物事的には、損≠彙り縫えDNÅ合成なら  
ぴにD仙へ二王■切断静雄の鼻♯が、変  
■頻度の増加、染色体の倍加零に関与  
することが明らかとなった。   

がんのl導床的特性に  16  18  第3次対が  吉田輝彦  （1）景遭がん・環頚部がん治療前生横  （1）治療椚生機欄朋憧用いた分子・師憺  （3）職住歴と宇族置からHNPCCの遺伝  （1、2）■斬の分子慣¶書を用いたがん  新しいがん珍書沫の開拓のための、が  8  115  Zl  山  95  10  山  0  ロ   
関する分子情報に暮  ん総合戦  繊★の遺伝子発現解析・血t画憬解析  解析による客観的指橿による均てん可  子機壬で貴書が暖められるリスクを推走  匿疇のさらなる個別化を椎遺することに  んの臨床的特性に関する分子情噌解析   
づくがん診療法の開拓    略研究  こ基づく予知医欄の可能性を示した。  熊な予知医療法の開発が逢んだ。（2）  するための診断纂坤壬を作成した。  より、がんの治■効果と00」を高める技  をi■して、がんの発生・遭1・治療応答   
的研究  （2）ÅML発症の分子線路を解明し、リス  小児白血ホの廿別化治ホにおいて、ホ  術の開発とそのt及への遭筋を明らか  性に印する分子経緯の－叫を明らかに  

ク分明に★する分子竹輪を間定した．  危険詳に分類すべきと思われる予撞不  にした。（3．4）がんt患や多1がん発  し、平静協力・厳●の中で遭められてい  
（3）膀胱がん再発リスクやHNPCCのホ  生のリスクの騨価法を開発し、がん予防  
的遺伝子文書検出確乎を推定する指標  においても分子情t事を用いた傭別化  
を開発した。（4）散発性大腸がんのメチ  による遺石lな早期発見の稟現の可能性  
ル化■常と相叫する多聖を見出した。  を示した。（5）新しい強力な免疫治★の  
（6）動物モデルにおいて、両種あるいは  捜某により、難治がん・進行がん対策に  
自費造血幹細胞移穐と、間毒l主事組織  ↑職した。   
抗原遺伝子導入の檀含治薇の効果・安  
全性を示した。   き、段隋的な臨床試験への移行の禅僧  

ができた．  

It治性小児がんの隅  柑  18  第3次対が  霊 劇帆－  難治性小児がんのうちE、Vi叩内几の先生  小児がんの胴嘔■別化に有用な糟欄を      2006年1月に東京で公開シンポシウム  u  83  0  0  62  14  0  0  8  床的特性の分子情疇  母地を明らかにした。Bo¢kvl‖山一  「小児がんの克服をめざして」を開催し  
とその理輪を応用した  抑odom抑∩症傾群が11pt5．3に存在する  た。   
診断・治療法の開発  インプリンティンケ遺伝子の鼻♯に暮づ  

くことを明らかにするとともに本症候群の  
成り立ちが人種によって■なることを明  
確にした。   

がん化学予防剤の開  16  18  第3次対が  若林 敬二  本研究は、がんのハイリスクグループの  FAP愚書において高雅血珪の割合が健  なし   がん予断のための暮礫的研究成果をあ  メタポリッウシンドローム讐．肥満や高相  0  帥  0  0  83  10  3  0  0   

財こ関する暮囁及び  ん総合職  寛がん賽因を把書するとともに、食品薫  ≠人に比べ多いことが示囁され、  けることは、t終的には我が孤の保健  血症と発がんとの関連性の暮礎的デー   

臨床研究  略研究  材及び医薬品を対よとしたがん予防剤、  匿瘍の向上に投立つものと考えられる。  タ及びそれらを攫的としたがん化学予防  
がん予防方法を開発し、臨床への応用  刑の検楕物★を収集、事積することによ  
を目指すことを目的とする。16－18年鷹  り、我が匹におけるがんとその他の疾患  
は、食品素材及び医薬品から新規がん  の予断に闇する書益な情qを射書でき  
化攣予防剤を見い出し、その集がん抑  る。   
馴機構の解明を行った。特に脂★代謝  
の観点から、新規の大腸臭がん分子機  
構が解析され、1璽な益覆的責料を得  
たものと確憺する－   
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ウイルスを躊的とする  18  18  第3次対が  神田 忠仁  HPVの感染性Aウイルス作製技術の  キメラ書白ーで形成されるキヤフシド  平成丁、12、17年での全虞の初回岬血  l粘膜指向性ヒト／くビローマウイルス群  2  80  0  0  100  20  山  0  0   
寛がん予防の研究  ん総合職  大中tな改■は、増暮細胞で増殖しない  書のHTし∨－1抗体陽性率のま化を別  

略研究  HPVの感染初期過程の解析や中和抗体  べ、特l＝千京では讐年¶で鴇性辛が低  
の定1を可能にする。HPVキャブシド遺  下していないことが分かった．妊婦に母  
伝子の分化と眞勤した発現調節の機  千感染の允娩性を周知し、希望書には  
構、HCVゲノム複製やコア量自ーの51長  出産前に抗体檎董を行う事の行政施策  
に関わる様々な細胞箋白井の同定は、  への縫書となる。   
学術艶に発表され、書い騨価を受けた。  
HCVゲノムが複製する嶋他は、今後の  
抗HCV刑のスクリーニングに応用でき  
る。   

効1的な禁煙支援法  †6  18  第3次対が  大島 明  禁燻治療の★効性、費用効t比を日本  200も年度からの鯵環■酬の改走におい  ♯燻治療のための樽童■手用事の肝茶、  研究班が示したエビデンスにもとづき、  中匿協でニコチン依存症t理科につい  ■  35  92  15  93  26  0  ■  0   
の開発とt及のため  ん総合戦  のデータに暮づき明らかにした．  てニコチン依存症t理科が新設され、臨  改打版の膚其の作成をおこなった。ま  ニコチン依存症t嘩凋という岬」鷹が導入  て■放されていること、そしてニコチン依   
の制度化に関する研  略研究  床の壌における禁煙治療が広く行われ  た、鱗燻治療のための診療ガイドライン  された。また、ニコチン依＃痘査定匿膚  存症t理科が新穀されたことが、マスメ   
究  るようになった。   の作成を進めた。   機朋における薫煙成功事★聯間壬の企  

圃に研究班が●画してこコチン依存虐  
t理科が所期の成果をあげていることを  
明らかにした。   とを広く庫民の知るところとなった。   

革新的な診断技術の  16  柑  第3次対が  森山 紀之  1〉芯精度のがん横鯵を行うことによって  1）T精度のがん横鯵による■頻度のが  1）全大線内檀ホ欄膚による大≠がん隕  1）症状のない叫才以上の弟動こおいて  けがん構鯵に関する市民公開講座を18  9  51  39  31  100  29  5  口  3   
開発に関する研究  ん総合職  4．81の糾合で何らかのがんが集1され  ん農事の存在の確控2）PET肺がん機鯵  鯵の適切な檎鯵間隅について初回檎壬  4．8％lこ何らかのがんが存在することが  年度にはユ同行った2）高叶鷹のがん検診  

略研餞  ることが判明2）スリカ●ラス状陰影を示す早  こついてのPET－CTの必手性の証明3）  鴫正＃欝では3－5年Ⅶ隋．初回檎董時  判明．す彼のがん捜鯵の勤行に対して行  lこよって症状のないものでも21人に1人  
期椚がんに対してはPET＋独の檎診で  全大構内視鏡の1切な検診間隋の股定  に♯丸あり群では1年¶隋での檎鯵が必  政的な機鯵のあり方についての工手な  の割合で何らかのがんが存在することに  
は不十分．P亡T－CTが必羊3）全大脾内  ヰ）新しい仮想内視鏡養示による死角の  手2）256列マルチスライスCTによる膚部糟た  デづ－となる2）全大鵬内視鏡榛壬による  ついては．新札NHKをはじめとするテレビ  
積♯による大横がん械鯵間隋では初回  ない町橡取得．被叫■tは注膿のり3で  こ離して被曝紙1低減のための檜影フ●□  大棚がん榛診の適切な捜鯵仰隅の投定  番場．繊紘専で数回取り上げられている  
正＃欝と．初回膿騰あり群とでは発がん  検診への応用が可能ち）258列CTtこよリ  ク●ラムの確立3）軋がん発見に対するコン  を確立．す後の検診間剛をどのように行  
わス1こ暮があり．正井群では3－5年．牌  時間～什甘を書する3次元助圃．腹部ハーー  ピューター支績鯵断裁tの暮本ソフトの確立  うかに方■を与える3）■理、臨床祉橡の  
膿あり群では1年Ⅶ鞘での檎鯵が必暮4）  
新しい仮想内禎麟ソフトウ工トの開発  鯵断に対する助手的な教書が可能とな  
5）25¢例マルチスライスCTの開発と臨床応用  るヰほンビュ・づ一支檀診断嚢tの書及を行  

6）有精細CTの開発による椚緒節性ホ変  うことによってがん鯵断l＝おける均てん  

の診断能向上   化が実現する   

医療費削減と患者員  16  18  第3次対が  蕪 正樹  巨的は、現在の臨床診断より前の  現在外科根治手術後の＃莞や臨床■  本研項の究穫の日揮は「医療暮およぴ  厭暮にt嘩された臨床的情報とともに軋  口  82  48  0  108  皿  0  0  0   
担軽減をめざした癌の    ん総合職  8Ub¢liniGa‖○∨01で確実に再発を診断す  理学的田子のみでは予測し得ない事  最薯■担軽減をめざした新しい分子遭  癌・51化蓼癌より合計2500例もの症例を   

新しい分子遺伝事的  略研究  るために暮の転移・再舞マーカーを開発  集・転移例が笹床的に工事な間欄であ  伝学的診断・治♯法の開発」にある。た  対象に★職および末欄血液を（3回す   
診断法の間尭  することである。平成18年魔の多施牧共  る。この冊喝として、「遭■癌細胞jの存  とえば大株癌では賦暮により年間棉0檀  つ）騨析するなど、従来の報告にない圧  

間研究による解析の結集、「暮の転移  在が示唆されていたが、本研究の成井  円の抗癌刑治欄の年間■用を投じてい  倒的な症例数にインパクトがある。また、  
能」を鶉する遊離癌細胞を檎出する必然  こより臨床的有用なマーカーをみつける  るが、このうちTOIiが■劾例であるとする  抗癌剤耐性や放射線耐性と闇1のある  
性を明らかにした。平成17年鷹には癌  のに、■なる癌細胞を検出するマーカー  と、真に280億円の■失が生じていること  癌幹細胞について1日した点や、槽王  
幹細胞、t髄中増暮能力（十）癌絹地など  ではなく、転移を来す宿主00の事由その  になる。このようなわが皿における浪■  側因子のいくつかの分子は治★橿的と  
転移のための特別な能力を雷する癌細  ものが暮暮であることを示すことができ  解消のためには、鋭散な転移・キ集マー  しても応用可能な点など、■なる診断  
他に書目し、18年廣は有王側田子の暮  た．従って、存在するpopul■也川の少ない  カーを同定し、抗癌剤投与を本当に必手  ツールの開発研究にとどまらず治療応  
手性を臨床機体で明らかにするなど、す  纏綿胞を検出するよりiかにホ率に償  とする息書を正確に遇択しえるようなシ  崗研究の可能な点が、がん治攫に携わ  
挫の転移・再発研究の方向性を数年で  覆血液中において転移予測因子を検出  ステムを構築する必辛がある。本研究に  る多くの研究書・臨床零に少しずつ多岐  
穫立したこと。   しえる可能性を示した。  よりその礎を寛成することに成功した。  にわたリインパクトを与えうるものと自■  

している．   

癌の新しい鯵断技術  54  15  0  97  12  3  0  0   

の開発と治♯効果予  ん総合職  現アレイ、蛋白■アレイなどを■優して  
測の研究   略研究   臨床檎体を分析し、悪性度の指■となる  

分子マーカーを集1した。ウイルムス隆  
瘍と肝葬膿では癌抑制遺伝子RASSFIA  
のメチル化、乳癌ではHDAC8とEGR3竃  
白Tのホ発現、自血ホ・悪性リンパ膿で  
は血三書NM23斗白井の書濃度、肺癌では  
p53変■とK－r●S変■の組み合わせなど  
である，それぞれユニークな特徴をもつ  
ので、今後の研究の景■が期構できる。   

いる．  
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Llがんスクリーニング  is  18  第3次対が  三木 一正  （1）研究目的・成果ペプシノケン（PG）法  （I)研究目的の成集 Hp燃染のない（A）  2007年より闇il半金（日本湘ヒ書がん  ■がん機鯵%効率化するための繰済  ホームページを開腹し、書及啓発活動を  19  82  49  2  157  84  0  u  ■   
のハイリスクストラテ  ん総合職  こよる■がん死亡率減少効果を確認で  静からの■がん発生がtO年Wみられ  娩惨事会・日本i－化静内積横手会〉で附  的でかつ▼がん死亡減少をもたらす▼  している。httpノ／www卵pSinog●n．0rg／   
ン‾  略研究  きた。また、ヘリコ／くクタービロリ（Hp）抗  す、A群を低リスク群として■がん検診対  t研究会を股立し、掌会としてのガイドラ  がん捜鯵の実例報告は■いが、現在、  

体価・PG法併用■がん検診での年率■  ■から外すことの合理的が示された。  インの作成に向けて検肘を開始してお  ★貫纂■壌や木崎市医師会健診専で拭  
がん発生数およびハザード比を横肘し  （2）研究成よの臨床的・四際的・社会的  り、その時論（2－3年後）を惰ってガイド  用されている。★料1）SG抑dJ  
た。成果は、SG●ndJG■Str00nt●r0l．lntJ  Gさ8レ00ntOrく）l（Yoshihar8M．0t81）2）  

C8nG町等の雑誌に縄れされ、国内外か  Ga与triGCanく．●r（MikiK．0taり3）Al¶J  

ら辰■があった。（2）研究成井の肇術  Ga8廿○●ntt，r01（MikiK．モtal〉4）IntJ  

的・国際的・社会的意■Hp・PG併用■  Canc即（OhabH．らtal）5）！l化静内  
がん検診の曽及で■がん検診の効率化  積♯（柳岡公雇、他）   
がなされ、饉済的でかつ■がん死亡濃  
少をもたらす■がん検診となる可能性が  
示唆された。   

がん治療のための暮  16  18  第3次対が  野村 和弘  がん治ホの手折的新技術の開発を目的  り80しP＄の完成はせ界に先駆けた陽子  放射けⅦ壌では陽子はの照射t、照射  80」P扇腋成により、陽子■治■がその  BOLPsは世界初晴子≠ナビゲーション  6  89  田  u  45  28  1丁  0  0   
斬的新技術の開発研  とし、放射≠領域では、陽子■治♯躾覆  織照射範囲檀旺蓑tとして瘍治癒に向  部位をリアルタイムで計測するシステム  性能を充分発汗でき、低優襲で治☆を  システムとなり得る．陣がんへのNIPP  
究  略研究  とPET嚢1を統合して糟魔の高い照射  ナ大きな逢1である。2）NKT絹地療法の  （BOJP8）の開発研究を行い、せ界に先  望む治薇が期樽できる。成1によりせ界  覆法もせ界初である。【講濃書〕1）クリ  

範囲確認裳tをl精発した。内科慣1tに  前払床杖♯を終了。本治■は従兼の鞘  書けて臨床研究に入る段隋手で到遽。  的市場を獲得できる可能性もある。NIPP  オーマ治療の折井開（治療概略コンセプ  
おいては、閉■打環下t盤内抗がん刑  状綿他療法のIi点を補強する画期的治  臨床試験によリナビゲーション治■のガ  の積立により限局型れ治進行がんの治  トの形成）二千北脳膿瘍研究会2）汀ECホ  
陰圧濃淡膚腐（NIPP）を確立、t難治が  攫となり縛る。3）NIPP治膚はがん檀の遥  イドラインを作成した。内科憤ヰでは、爬  ホが可能となる。特に膵がんへの本法  醗運書研究会継続研♯特別講漬：がん  
んとされる陣がんに対しても応用可能と  定により全身投与化肇♯法の弱点を突く  所睡圧間組惰環徽虐（MPP）、NKT絹地  ま世界に積を九す、その効果が期樽で  t前線の現況から今後のがん匿膚へ  
した。同檀血液／免疫細胞♯法では、  画期的な治膚となる。4）外科Ⅶ壌では断  療法の臨床応用への遭農により、前書  きる。NKT細胞を用いた免疫■法は、こ  の取縮み3）市民公開講座：がん医療の  
NKT絹地糠漬が臨床応用段欄に到達し  しい手術コンセプト積立と霊需技術の統  ま甘藍内組遭行がん治療、撞肴は■集  の分野のブレークスルーとなることが期  進歩過去・現在・未来1）第11回ガンマ  
た。il伝子治療は椚臨床賦横をさらに推  合という分野において、医療7k準向上、  防止の身体にtしい治♯の臨床治■≠  持できる。1T利用による手術手技革新  ナイフ研究会特別彿濃：がん医覆の新潮  
逢した。外科領域においては、微細内視  さらに安全で高度な匿震技術の開附こ  施を可能とした．外科領域では手術手技  ま、職治がん治療の嶋ともなる。これら  虎5）政策¶セトップセミナー9月例会濃  
鏡の書効性捜旺のための脳膿瘍実験モ  大きく書離する。5）アデノウイルスベク  改良と硯汀技術を活用した汎用手術支  の研究により確立された冶環を集掌的  故刷新がん医療の進歩【簡脾事］米田  
デルを作成、超音波及びレーザーに各  ターを用いたREtC遺伝子治環の雷効性  檀機静を用い、超微細内祝♯による低  ＝実施する事により、古庄t先叫技術を  掃絆5件、日本丁件取得済出願中日本3  
檀増¢刑を用いた爬所治療の★験を  件  
行っ仁一   

新しい薬物療法の導  16  山  第3次対が  西憫… 曇宏  EGFRttⅦはEGFR饗■例に限定して旺  EGFR賓■の丁書がEGFR一丁Klの効果  本研究の成井は日本肺確乎食ゲフィチ  本研究内警に開運して外四人膚書20名  9  1TO  26  4  250  121  10  0  3   

入とその1遷化に開  ん総合戦  められる事を旺明した。また、抗EGFR抗  を左右する因子としてtもー暮な田子で  ニブ使用に閲するガイドラインの中に取  余り含む円陣筆会としてせ界化学♯法   

する研究  略研究  体はEGFRの二量体形成およぴEGFR－  あることが示され、個別化治療の人体化  リ入れられている。また、今年度中に  半金癌治療総会を行い、がん藁物井法  
TKのリン酸化を戴こすものの下流シグナ  ＝責僻した。がん薬物覆法の勅書予測  E8Mの手法による肺癌鯵♯ガイドライン  の至遇投与法についてのコンセンサスを  
ルのリン酸化は生じすこれが抗膿ヰ効  えた。   

異に緒びつくと示された。抗がん刑排出  
トランスポーターBRCPに機能性SNPを4  
檀郷間定した。フコース除去トラスツフマ  
ブのADCC活性は健欄人および癌愚書  
のリンパ球で量●弓生した。   による治薇効果増強および抗体便用1  

鷹1をもたらすと期博された。   

による癌特1的増鶏  ん総合戦  独自開発した多田子  16  柑  第3次対が  小競 健一郎  我々は自身の研究室で完全オリジナル  瘍遺伝子治環は初期の臨床F麟は世  矧＝ガイドラインの開発に朗1する研究  本邦の厚生行政にとって1辛なのは、本  成1を四隋欄への論文発毛とヰ際掌会  8  19  8  0  13  ‖  8  山  2         のm－CR▲作製技術開発を行い、干して  界でも期待された成果が欄られていな  餅糧ではない。一方、CRA癌治震におけ  邦でオリジナルの研究で成果を上げ、知  で発表し、この分野の研究にイン／くクト   
制御型アデノウイルス    略研究  匿藁として既存のCRAを凌ぐSurv∬－  い。さらに本邦での臨床賦僻において  る研究のやり方という点では、我々がm  肘の確保をして、一般霞薬化を目指すこ  を与ぇた．区内でも研究書向けには学会   
ベクターによる羊新的  CRAの開発にも成功した。さらには臨床  壬、独自網発したベクター／臨床プロト  ーCRAの効率的な作製法を開発して、そ  とである。この観点から我々は本研究に  のシンポジウムや特別講漬で成果を積   
な癌遺伝子治療法の  化のためにm－CRA化による改良を進  コールによづくものは少ないため、本邦  れによリCRA開発の科学研究をシステ  おいて全て本邦で独自開発し、ベクター  棲的に発表し、また市民公開講座などで   

開発  める一方で、新規の癌特井化♯序によ  での一触医薬化に繋がり難いという間増  ムだって行ったという初めての例であり、  作製の暮本特隙から、篠治環の医薬特  莞♯することで、成集を広く知bせ、反■  
るm－CRAや瘍幹細胞を礪的とする手折  があった。我々はベクター作製法から叩  この分野に与えた影■は大きいと思わ  肝まで知財としても確保してきた．よって  を仲てきた。  
的m－CR人の開発のための基礎研究を  本研究の成井は、今後は景終的な本邦  
鷹めた。このように、この種遺伝子治環  主導での一般医稟化による四民橿址の  
の分野での科竿的発よに大きく天職す  向上へまで将来性が期待できるというこ  
る科竿的・掌桁的成業を得たものであ  とで、厚生行政的に非常に価Ⅷが書いも  
る。   う点で、臨床的観点からも価≠が書い。   のである。   

▲′■：：：＝」ド＿  
0  60  8    13    5  0  0   

性丁細胞活性化に基づ  的CTし、H」A－Cw3拘束性E8日▲1特■  

く免療治欄の構築   略研究   的CTL、HLA－A24拘★性ヒト／（ビローマ  
ウイルス特■的CTし、HJA－DR4拘稟性  
EBNAl特集的CD小丁組憎がそれぞれ哩  
押する斬積エピトープを同定した。HUl  
ーA31とA33拘束性のCTLが位相するマ  
イナー抗慣遺伝子C■仇叩血Hおよび新  
規エピトープを同定した。HしA－8ヰヰ拘束  
性CTLが認撫する新規マイナー抗贋遺  
伝子HMSDとoxon6kippingにより生成す  
るエピトープを同定した．   セッシング圭の遭篭に関わる各檀書類  

蠣の整備もほぼ終了しつつある。  
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たがん治覆法の開発  ん総合戦  QOLの向上をめざし  18  18  零3次対が  吉田茂昭  神経や洲ヒ管の再生は、がん治薇特lこ  これまでがんの根治覆法としては外科的  現在q床拭職中あるいは辞職終了と  これまでのがん対策は予断と生存に王  本研究班で得られた研究成果は いわ  柑¢  138  41  38  〇05  56  口  0  2         外科切除後の脱落症状を軽減し、息書  切除以外になく、多くのがん鳥書は術後  なった分野、すなわち、頬頚飾がん、▲  ■がtかれ患書QOしについては余り  ゆる創遺的匿覆の1体化と甘えるもの  研究  
絡研究  QOしの向上に零与する。このため、これ  の脱藩症状（QOしの低下）に悩まされて  1がん、軋がんに対する放射強化肇憬  工積されてこなかった．本研究班は先の  であり、治療成績の向上を図るには王な  

手で多くの研究肴lこよって開発が試みら  いた，しかし、本研究班で開発された  法、早期軋がんに対する鷹断覆法、術  第二次対がん10か年戦略事業において  る匿繚技術の開発や機♯開発が不可欠  
れているが、本研究班の樺なレベルでの  様々な機能濃祥手術や、切らすに治す  後のリンパ浮彊防止する婦人科手術  初めて取り上げられたQOしの分野を量  である。従って、モ療経済学的な立場か  
成よは得られていない。また、∬頚飾が  橿治的放射牡化攣膚眉（＋内科的神助  法、Ⅱ≠がんに対する闊胱・肛【1温存手  に深化させ、これまで稟現困難とされて  ら見れば新規鶉事の喚起をもたらすもの  
んを対tに開発した新規應欄欄化学ホ  療法）の開発は、可及的に広汎切除を行  術などは、すべてガイドラインの開発を  きた■書00Lの向上と根治性の両立、  であり．断たな産業分野の構築に繋がる  
法（がん集の寛全51朱筆：95ヽ）では、TS  うとする、これまでのがん治療の考え方  研究の視野に含んでおり、一群は既に  あるいは績和声■の書的向上を可能と  可能性を秘めている。いすれにせよ本  
－1中に含まれるCDHPと放射線照射と  を一新した。間附こ、失われる★能や形  ガイドラインに反映している。また、職訊  した点で、ヰ後のがん対策における一つ  研究成果は縫いなく匿■の井の向上に  
の併用に強い相集効集の存在すること  態に対する再建技術の開発は」腋和匿  温存手術にⅦしては、その油糧成績をガ  の方向性を明示し得たと思われる。  零与しており、がん蚤九の覆壌暮傭とい  
が葵験的にも確隠され、断たな対がん治  う視点にも強いイン／くクトを与えるもので  

療戦略の開発につながる成稟となった。   ある。  
（QO」の向上〉を可能とした。   

QOL上一め  
積息書支檀プログラム   ュ 
の開発研究  略研究  梁下野れ＃状固の部分脳♯代仰が、非  は暮本的な生活活劇を可能lこするため  ションに対するt向研董の絶景に暮づ  績法プログラムは、平成柑年度より叩の  紙・維他に取り上げられた。  

うつホ群に比し布いことが示された。2）  のものにとどまっている事態が明らかに  き、匿師ががんに間違する思い知らせを  書兼として全笛で開催されることが決定  
がん愚書の心理社会的事因が生命予後  
に与える影響について前向きコホートⅥ  
董を稟施した。絶景、がん亀有パーソナ  
リテイ、尿中コルチソールt、うつ鋼、汁  
姻状況、社会的サポートの満足度が生  
巾予磯に与える影書は小さいことが示唆  
された．3）オビオイドの作用部位はその  
穐精によリt位な■所が■なることを明  QOし尺度」が開発された。   
らかにし、処方にあたっての遇択▲準作  
成に■僻する知見を得た。   

て  また、■同県内のがん診療連携掬点ホ  4  10  79  0  0  D    0  0   
urvル0「）のQO」向上   がん鳥書、生存肴、その＃撫に役立つ   既には、相談支緩センターでの事務に投  
に有効な医■★源の  略研究  匿療福祉サービスの均てん化であり、そ  
構築研究  

立てるためlこ、全ての市町の椚暮緒よ  
の実現のために、必暮な1日について、  を冊子として提供した。さらに、全匹レペ  
患者・＃換、匿療寺、行政優れ橿祉捜当  ルで地嬢医療職祉サービスの実態をⅧ  

暮し、その地囁楢養を是正し、さらに、が  書の視点に暮づく明確化を殴り、851日 をリストアップした。   限り濾じた各市町別の窓口リストを完成  ん患肴やt簑にとって必羊な相談・什嶋  
させた。次いで、け岡れ民、れ内の行政  捜供懸ロリストを東成させるため、研壬  
欄間、匿■職制、E療樽祉サービス提  手法と闘王輪業のサンプルを全円の都  
供出体に対し、手綱暮で明らかにした各  遭府県、市町村、対がん協会、がん診療  
市町別の窓口リストを提供した。■岡が  遭桝拠点ホ陳などに配布した。   
んセンターホームページ  
仙叫：／／www．如¢hrjp）のW亡B騰がんよろ  
す相談q＆Aサイトに、“静岡れ民向け憎  
嶋”  
（htu＝／／¢抑¢Orql．8G¢hりP／p00Pl叩hp）を  
設け、平成18年1月末より¶嶋を公開し  

地積がん量螺の法的  16  18  第3次対が  丸山 英二  地蠣がん量饅について．わが国の井  精度向上の観点と．個人情中條すやイ  立法を犠射する陰に素材として役立つ  わが四の地積がん量録は各地方公共  平成10年3月4日に公開稚官金を叩催  丁  0  ■  0  巴  ■  0  0  0   
愉理的す墳書傭に闇    ん総合職  什と欧米欄偶の制度の叫暮を踏手えて．  ンフォームド・コンセントの理念などの法  「地ヰがん量録事業法」（素暮）を策定し  
する研究  鴨研究  た．   る遭晴れ市の事集として実施されている  また．本研究の成兼は．主任研究書丸  

ンフォームド・コンセントの可重などの法  ため，傭人慣■保雄法．行政機関個人 憎嶋保慎法 
的倫理的観点から．そのあり方を榛肘  ．独立行政法人事個人什鞘  
し．その緒1を「地■がん量難事業法」  優性法を金環にtいた櫨鷹鳥t通知平  
（素＃）という形で檀示した。   成16年1月8日■尭0108003号による手  

当では不十分なことを楕積した。   

その他、がんの実態  l¢  18  第3次対が  手■ 昭僧  各犠がんt鋏が分散tせされている現  NG【帽では過去柑徹年にわたり全米蚤  がん研究助成裁断Ⅷ研究Ⅵ廿－6〉によ  がん施設怪文は≠遣だけでなく診薇行  日米NCD8ワークショツフを平成18年2月  57  88  22  山  1ら  13  ■  2  2   

把橿とがん什岬の尭  ん総合職  状において情報共書の1手性に着日  療機明からがん最肴の70％以上の騨  る放射≠治■の施股れ逢暮坤の開発を  為のrで騨価されなければならない。構  27日、288に虚立がんセンター正静交   

傭に蘭す引利こ1事  略研究  し、技術開発を行った。外科系2半金の  緒な治療情tを集積し、その鯵■のr  支浸した（通称、日本版ブルーブックガイ  遣はT一段什ではきわめて工手である  流会愴にて、米眞NCD8の総括暮任暑   
な研究  闊♯別がん量蛛と放射欄闇■主体の  （楕遺、過程、精巣）を騨伸し、施股比定  ドライン）」診療のT騨価の構遺部分の  が、次は過程や緒集の騨価が必須であ  のWin¢h耶tOr博士らをがん集攣治ホ研  

P■恍●rn80fCar■Study（P（〕S）データ  を含め集積を響けている。NCD8の椚董  改書を目指すと同町こ遺橿や輸1のモ  る。ただし、緒兼のみに注目しても、遇穣  究財団にて招暢して開催した。瓜内のが  
ベースとのせ人什嶋保雄法施行下での  によって成集や1体的稟1用の慣書を  ニタリングシステムを構築することを推奨  の詳細な惰●が得られていなければ、  ん匿環リーダ、疫事がん壬餞（地壌が  
情報共書の実現可能性を旺明した。治  わが四に紹介し、将来の日米共同研究  し、■体某を提示した。・がんの義手治  相聞を分析できないために間糧点の特  ん、恍内がん）リーダ、農場別がん主峰  
構内容を主体とする鯵環のr騨価のた  も可能にした。NCD引ま現在わが臨で取  礪における放射線江囁事一匿♯実態研  寛ができない。本研究では過程騨価に  リーダ、嶋遭開俵書、愚書団体、匪■憎  
めの米ⅧNabonalCan¢●rDabb▲8●  り組んでいる†がん医療均てん化」の■  壬研究に暮づく放射線治療の晶丁確保  ま既存の膿＃別がん登録、手技別がん  嶋間ヰ企業を招岬し、日米の現状につ  
（NCD8）をⅥ壬し、t絡年度には日米  体的成功例とも甘える．一方、日本の臓  に必事とされる墓聾榊遺－（日本版）・  萱繚の†I嶋を施設レベル、白≠臨床レ  いて情■交換した。t近の米印における  
N（〕DBワークショップを開催してその工事  馨別がん士鋒、PCSなど手技別がん畳  ：二・ ・ 一 ・什      ・ ・ こ  ベルで生かすための仕組み作りを行っ  quさIitYm＝8Ur即n8ntの動向やNCDβに  
性を周知した。5痍■について試験的に  録l土せ界でも類をみない詳細情甘を樽  C■∩¢●rTh●r叩y（実時版）   ている。疫学がん量鐸は1事であるが、  おけるCP3Rや○－q山Pなどの手折的な  
檎築ヨ用した。   ており、日≠臨床現■に迅速に1荷なく  それのみでは十分と言えない。   試みが紹介された。   

遭元する仕組みの構築が王手である。  

54   




